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効率的な応急復旧を支援する技術
・臨時無線通信を利用して光ネットワーク被災状況を自動的/早急/正確に把握
・停止した機能を機能ユニットで代替することで光ネットワークを応急復旧

TEL： 022-713-7511
FAX： 022-713-7543
E-mail： robust-sec@ml.nict.go.jp

インターネット

ネットワーク
管理者

正確な情報をいち早く知り、効率的
な応急復旧計画が可能

必要な機能ユニットを自由に選択

通信装置
機能C

機能Ⅰ

単独機能

複合機能

・光信号増幅
・トランスポンダ
・無線インタフェース
など

・光ADD/DROP
・パフォーマンス制御
・光ハンドシェイク
など

・光パケットスイッチ
・簡易光通信装置
など

光通信装置を代替

機能Ⅱ
機能B
機能D

機能B

機能A

必要な機能を選択し自由に組み合わせ

コンセプト

機能Ⅰ

機能Ⅰ

映像サーバ

非正規手段により大容量の光通信を実現する基盤技術の研究開発

機能ユニット

状況把握

装置制御

接続

従来の光通信装置を
機能ごとに
パッケージ化
小型化

光ネットワークの
耐災害を高める
新機能を

パッケージ化

光ネットワークの応急復旧ユースケース

停波

停波 利用者の声
被災

つながらない

つながった！でも遅い

やっと使える！

被災地

臨時アンテナ

ネットワーク管理者

インターネット

大容量データ通信の応急復旧：映像の伝送

ユーザ視聴画面

無線アンテナ車

孤立/故障
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X
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制御サーバ
緊急接続支援サーバ

管理画面

映像データ

被災地

通信事業者の対応
被災

被災状況把握

被災者用アンテナを設置（無線）

無線通信の応急復旧

壊れた光ネットワーク応急復旧（光）

全ネットワークの修復/復旧

時
間X

X
壊れた通信装置の
必要な機能を代替

通信制御の応急復旧：光パスの再設定
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